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東京都立産業貿易センター及び東京都立多摩産業交流センター指定管理者令和６年度事業評価委員会 

令和７年７月２４日 

 

午後１時３０分開会 

 

【濱崎】  本日は、委員の皆様方には大変お忙しい中、お集まりいただきまして誠にありがとうご

ざいます。事務局の東京都産業労働局商工部経営支援課の濱崎でございます。本日はよろしくお願い

いたします。 

 本日は全委員が出席となり、委員４名中４名の出席を確認いたしました。東京都立産業貿易センタ

ー指定管理者評価委員会設置要綱及び東京都立多摩産業交流センター指定管理者評価委員会設置要綱

にのっとり、委員過半数の出席を確認しましたので、これより東京都立産業貿易センター及び東京都

立多摩産業交流センター指定管理者令和６年度事業評価委員会を開催いたします。 

 なお、本日の評価委員会の議事録につきましては、原則として公開することとなっておりますの

で、ご了承ください。 

 それでは、開催に当たりまして、東京都産業労働局商工部経営支援課長の中島より一言ご挨拶を申

し上げます。では、中島課長、お願いいたします。 

【中島課長】  東京都産業労働局商工部経営支援課長の中島と申します。 

 本日は非常にご多忙の中、委員の皆様には東京都立産業貿易センター及び東京都立多摩産業交流セ

ンターの指定管理者評価委員会にご出席を賜りまして誠にありがとうございます。 

 本日ご評価いただきます産業貿易センター台東館・浜松町館及び多摩産業交流センターでございま

すけれども、令和６年度は新規利用者やリピーターの確保に向けて、積極的な広報や様々な利用促進

対策に取り組んでおります。本委員会において、指定管理者による管理運営状況について客観的な評

価を行っていただくことが、今後の利用者サービスの改善につなげていく上で大変重要であると考え

てございます。 

 また、評価の流れといたしまして、今回の委員会に先立ちまして、事務局で一次評価を決定してお

りまして、本日のご審議内容によって二次評価を決定していただきます。その結果を踏まえて、東京

都における最終的な総合評価を決定いたしまして、その後、東京都のホームページとプレス資料によ

り評価を公表する流れとなってございます。そのために、本委員会の評価につきましては、最終的な

総合評価決定に向けて非常に重要という形になってございますので、ぜひ委員の皆様におかれまして

は、専門分野を踏まえた活発なご意見を賜れれば幸いでございます。本日はどうぞよろしくお願いい

たします。 

 以上でございます。 

【濱崎】  ありがとうございました。 

 １点、ご注意事項を申し上げます。発言されるとき以外は、良好な音声環境とするために、マイク

をオフにしていただけますと幸いでございます。 

 それでは、これからの議事進行は東京都産業労働局商工部経営支援課課長代理の中嶋からさせてい

ただきます。 

【中嶋課長代理】  東京都産業労働局商工部経営支援課の中嶋でございます。これより議事進行を

務めさせていただきます。 

 初めに、委員会に先立ち、委員の紹介をさせていただきます。 
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 埼玉大学名誉教授、加藤秀雄委員でございます。 

【加藤委員】  加藤です。よろしくお願いします。 

【中嶋課長代理】  中小企業診断士、一般社団法人東京都中小企業診断士協会副会長、新井一成委

員でございます。 

【新井委員】  新井です。よろしくお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  公認会計士、川田公認会計士事務所、川田崇之委員でございます。 

【川田委員】  川田でございます。よろしくお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  公益財団法人大田区産業振興協会ＭＩＣＥ・施設部長、飯嶋清市委員でござい

ます。 

【飯嶋委員】  飯嶋でございます。よろしくお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  よろしくお願いします。 

 続きまして、委員長の選出でございます。委員長については、資料２、東京都立産業貿易センター

指定管理者評価委員会設置要綱及び資料３、東京都立多摩産業交流センター指定管理者評価委員会設

置要綱の第４条の２の規定により、委員の互選により定めることとなっております。いかがでしょう

か。 

【新井委員】  加藤委員が適切かと思いますけれども、いかがでしょうか。 

【中嶋課長代理】  ありがとうございます。ただいま新井委員より、加藤委員を委員長にとご推薦

がございました。委員の皆様にお諮りしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議ございません」との声あり） 

【中嶋課長代理】  ありがとうございます。それでは、加藤委員に委員長にご就任いただくという

ことでお願いいたします。 

 これより議事進行は委員長が行うことといたします。加藤委員長、お願いいたします。 

【加藤委員長】  ご指名により委員長を務めさせていただきたいと思います。 

 これからの議事進行につきましては、委員の皆様のご協力の下、進めてまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。本日は、議事事項が２件となっております。 

 まず、東京都立産業貿易センター指定管理者に対する評価の決定についてでございます。事務局か

ら説明をお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  それでは、資料についてご説明させていただきます。 

 まず、お手元に配付いたしております資料の確認をさせていただきます。資料１といたしまして当

委員会の委員名簿、資料２としまして産業貿易センター指定管理者評価委員会設置要綱、資料４－１

としまして産業貿易センター概要、資料５としまして事務局で作成しました一次評価、資料６としま

して指定管理者が提出いたしました事業報告書。以上、全ての資料がお手元にございますでしょう

か。よろしいでしょうか。 

 それでは、資料の説明をさせていただきます。 

 資料４－１の産業貿易センターの概要は、過去実績の数値を載せており、展示場利用状況、来場者

数、事業収支などの実績となっております。 

 次に、資料５の一次評価をご覧ください。全庁的な評価ルールに基づき評価した結果でございま

す。それぞれ最終ページをご覧ください。こちらの左下に書いてございますが、台東館の評価は、合

計５２点で「Ａ」、浜松町館の評価は、合計５４点で「Ａ」としております。こちらの評価の詳細
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を、順を追ってご説明いたします。 

 まず、台東館の評価内容の詳細についてご説明させていただきます。先ほど見ていただきました台

東館の評価、Ａ４横の最後のページをご覧ください。評価の右側に特に評価すべき点を記載しており

ます。 

 まず、乗用エレベーター４基の改修工事を行いながら、搬出入・催事開催の妨げとならないよう適

切に施設運営を行ってございます。また、積極的な広報など利用促進への取組を行い、利用料金収

入、稼働率とも前年度より向上しております。さらに、浅草観光連盟などの地域団体との連携、都内

中小企業４５社が出展した東京くらしのフェスティバル２０２４の自主事業での開催、Ｗｉ－Ｆｉア

クセスポイント増設による利便性の向上、ＡＩ翻訳機の導入など多言語化対応の充実にも取り組んで

おります。 

 続きまして、浜松町館についてご説明させていただきます。お手元にＡ４横の浜松町館と記載のあ

るものをご用意ください。同様に最終ページの一番下、右側の特記事項をご覧ください。 

 まず、収支状況についてですが、利用料金収入は計画値に対し達成率１１８．６％、稼働率は計画

値に対し、展示室は達成率１１６．５％、会議室は達成率１１６．３％と高い達成率となっておりま

す。また、一時帰宅困難者受入れなどの各種訓練を実施し、芝消防署より功労者として表彰を受けて

おります。さらに、個室型テレワークブース、高速インターネット専用回線、オンライン映像配信機

器などによるさらなる利用促進、利用者サービス向上を図っており、品質マネジメントの国際規格で

あるＩＳＯ９００１認証も取得しております。 

 なお、ただいまご説明いたしました評価の内容につきましては、審議の途中段階であり、まだ指定

管理者に伝えることは適当ではございませんので、この後に行います指定管理者との質疑応答の際に

はご留意くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、資料６の事業報告書でございます。台東館、浜松町館それぞれ様式１の事業報告書に

令和６年度の事業内容をまとめており、各項目の根拠資料として様式２以下を添付しております。ま

た、取組の具体的な内容の説明資料としまして附属資料を添付しておりますので、併せてご参照くだ

さい。 

 最後に、これらの資料の取扱いについて１点お諮りいたします。本委員会における配付資料は、資

料２、東京都立産業貿易センター指定管理者評価委員会設置要綱第７条の２において、原則として公

開することとされており、非公開とする場合は委員会の議決が必要であると定めております。本日の

配付資料のうち、事業報告書の附属資料につきましては、資料中に具体的なご利用者名や、指定管理

者が行いました契約情報、その他、指定管理者の経営ノウハウに関わる情報が含まれておりますこと

から、委員会の議決を得まして非公開とさせていただきたいと存じます。 

 私からの説明は以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

【加藤委員長】  ありがとうございました。ただいま最後に事務局から説明がございました配付資

料の一部を非公開とすることにつきまして、ご意見はございますでしょうか。特によろしいでしょう

か。 

（「異議なし」との声あり） 

【加藤委員長】  特にご異議がないようですので、事務局の提案のとおり、取扱い資料の一部を非

公開として取り扱うことといたします。 

 続きまして、指定管理者職員に参加いただき、ただいまの事務局からの説明及び事業内容について

の質疑に移らせていただきたいと思います。 
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 それでは、事務局、ご案内してください。 

（指定管理者職員 参加） 

【中嶋課長代理】  それでは、紹介をさせていただきます。 

 令和６年度東京都立産業貿易センターの指定管理者である公益財団法人東京都中小企業振興公社・

産業貿易センター浜松町館の木村正幸館長でございます。 

【木村館長】  木村です。よろしくお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  よろしくお願いします。 

 続きまして、産業貿易センター台東館でございます。長岡宏昭館長でございます。 

【長岡館長】  長岡と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  よろしくお願いします。 

 以上で指定管理者職員のご紹介を終わります。 

【加藤委員長】  ありがとうございました。それでは、質疑に移らせていただきたいと思います。

事業内容等につきまして、指定管理者へのご質問はございますでしょうか。どなたからでも結構でご

ざいます。いかがでしょう。 

【新井委員】  では、幾つかよろしいでしょうか。質問させてください。 

 まず、台東館ですけれども、今回、自主企画事業として東京くらしのフェスティバル２０２４を実

施されているということですが、この出展者数が４５社ということで報告されているんですが、これ

は過年度と比べると減少しているように見えるんですが、これについては何かございましたでしょう

か、お聞かせください。 

【長岡館長】  台東館の長岡でございます。くらしのフェスティバルにつきましては、公社の各事

業利用企業からの推薦で行っております。今回、分野も限定しているということもありまして、毎

年、限定はしているんですが、そういった限定の中で、より出展にふさわしい企業を絞ったと聞いて

おります。あとは希望者も若干減ったのではないかと思われます。 

【新井委員】  ありがとうございます。 

【加藤委員長】  よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。ございませんでしょうか。 

【新井委員】  では、続きまして、もう一つ台東館関係ですけれども、Ｗｉ－Ｆｉサービスのアク

セスポイントを最新のものに増設したという報告がございますが、利用者数とか、そういうものは何

か把握されていらっしゃいますでしょうか。 

【長岡館長】  Ｗｉ－Ｆｉにつきましては、５４８利用者の中で２０３の方に利用していただきま

して、約３７％の方がご利用いただいております。 

【新井委員】  利用者からアンケートなどでフィードバックを得ているようですけれども、増設後

のフィードバックというのは何かありましたでしょうか。 

【長岡館長】  アクセスポイントの増強を行いまして、より高速で安定な通信が可能となっており

ます。ですので、ちょっとつながりにくいといった声もあったんですけれども、よりつながりやすく

なったというふうに評価いただいてございます。 

【新井委員】  分かりました。 

 引き続き、浜松町館についても質問させていただいてよろしいでしょうか。 

【加藤委員長】  はい、よろしくお願いします。 

【新井委員】  オンラインの映像配信機器の貸出しの試行を始められたと報告書にあるんですけれ

ども、昨年度、利用の実績、回数とか、そういうのはありますでしょうか。 
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【木村館長】 浜松町館でございます。始めたばかりでございまして、１件のご利用をいただいてい

るという感じでございます。 

【新井委員】  分かりました。１件ご利用の実績ができたということですね。 

【木村館長】  そうでございます。 

【新井委員】  それから、自主事業でビジネスマッチングin東京というものを２回開催されている

かと思うんですけれども、これについて、参加者数とか、マッチングできた数とか、そういう実績は

ございますでしょうか。 

【木村館長】  これも、先ほどのくらしのフェスティバルではないんですが、公社と連携しながら

進めていて、すみません、所管がほかの部署になっておりまして、数に関しましては今申し上げられ

ないという形で、ご了承いただければと思います。 

【新井委員】  分かりました。 

 すみません、もう１件、浜松町館で、テレワークブースを２台設置されているということで、稼働

率が３０％程度という報告があったんですけれども、収入というか、利用実績の表を見ると、毎月１

万３，２００円とコンスタントに利用実績が上がっているんですが、これは定期的に利用される方が

いるような感じなのでしょうか。 

【木村館長】  こちらは場所代という形で、私どもは固定で頂くようになっております。２台ござ

いますので、２台の合計の場所代が１万３，２００円という形になっておりまして、毎月それを頂い

ているという形でございます。初めての取組ですので、リスクを抑えたいというのがございまして、

まずは固定というビジネスモデルで始めた次第でございます。 

【新井委員】  そうすると、これを運営していらっしゃる会社が別にいて、そこから定額で場所料

をいただいているという方法ですね。 

【木村館長】  自動販売機のようなイメージを持っていただければと思います。 

【新井委員】  利用者がお金を払っているということではないということですか。 

【木村館長】  利用者がそこの場所を使うときのお金を払いまして、そのお金はそれを設置してい

る業者のほうに入りまして、我々はそこから場所代を頂くという形になっております。 

【新井委員】  分かりました。どうもありがとうございました。 

【加藤委員長】  そのほか、いかがでしょうか。 

【川田委員】  では、私、川田からご質問してもよろしいでしょうか。 

【加藤委員長】  はい、よろしくお願いします。 

【川田委員】  浜松町館の資料６の様式３の経営状況分析指標というものを今拝見させていただい

ているんですけれども、よろしいでしょうか。今回、事業収支が計画に比べて、かなり実績のほうが

伸びてきている。内容に関しては稼働率の向上ということで、実際の利用者様が増えているというこ

とで理解はしておるんですが、その後のいわゆる人件費比率ですとか、外部委託費比率ですとか、こ

ういったところが年度計画に比べて比率的には落ちているという数字に見えるんですけれども、こち

らの要因についてご教示いただければと思うんですが、いかがでしょうか。 

【木村館長】  人件費等々は、やっぱり固定費になりまして、基本的には、超過勤務する部分はあ

るんですけれども、そこを大幅に増やさなければ今現在では何とか賄えている状況でございます。そ

この部分は業務の効率化、新しいソフトを入れたりとかしながら、なるべく業務を効率化することで

抑えているという形でございます。 

 外部委託等々も、今現在、契約の範囲内で収まっているので、今後は人件費ですとか材料費なんか
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もあって、契約がどうなるかはちょっと分かりませんが、現状は業者様とは決まった範囲内でやれて

いるということで、さして上がっていないという状況でございます。 

【川田委員】  ありがとうございます。固定的な人件費ですが、外部委託の決まっている支出に対

して、稼働率向上だったので、その契約の中で吸収し切れたということで、支出として比率が下がっ

たと理解してよろしいのでしょうか。 

【木村館長】  そうでございます。 

【川田委員】  分かりました。ありがとうございます。 

 以上です。 

【加藤委員長】 そのほか、ございますでしょうか。 

【飯嶋委員】  では、私からも１点よろしいでしょうか。 

 台東館さんのほうにご質問です。事業効果の利用状況の中で、展示室の利用状況と会議室の利用状

況の２点が水準を下回っているということになっているんですが、この要因はどのようにお考えでし

ょうか。 

【長岡館長】  展示室につきましては、利用状況は上がっているかと思うんですけれども、会議室

につきましては、台東区民会館の会議室がございまして、こちらも併せてご利用をご案内していると

ころもあって、計画に対して若干下回っているところはございます。ただ、展示室の利用率が向上し

ておりますので、併せて会議室のほうも徐々に利用率が上がっているところでございます。 

【飯嶋委員】  では、数字は下回っておりますが、稼働率としては上がっているので、今後伸びて

いくだろうということでよろしゅうございますか。 

【長岡館長】  はい、そのとおりでございます。 

【飯嶋委員】  分かりました。ありがとうございます。 

【加藤委員長】  そのほか、ございますでしょうか。 

 では、私から１点お聞きしたいと思いますけれども、両館についてなのですが、両館の利用状況の

中での展示室、これは設置目的である中小企業利用といいますか、その件数が６割をほぼ達成してお

るということなのですが、これは長年、両館が広く知れ渡っているということで６割を達成しておる

のか、あるいは何かしら達成できるような工夫をなさっていらっしゃるのかについてお聞きできれば

と思います。よろしくお願いします。 

【木村館長】  それでは、浜松町館からでよろしいでしょうか。両館とも同じ仕組みなのですが、

受付の仕方が中小企業様を優先的に受け付けるという受付方式を取っております。ですので、館の認

知度が上がってくると、館を利用したいという方がいっぱい来ていただけるんですけれども、まず中

小企業様からそこを押さえていきますので、その空いているところを大企業様という形になりますの

で、それがある程度機能しているのかなと理解しております。 

【加藤委員長】  ありがとうございます。台東館さんも同じと理解すればよろしいですね。 

【長岡館長】  同じように受付をしております。同じでございます。 

【加藤委員長】  ありがとうございます。 

 ほかにご質問はございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「なし」との声あり） 

【加藤委員長】  それでは、質疑応答は以上とさせていただきたいと思います。 

 指定管理者の職員の方は、ここで退席をお願いいたします。どうもありがとうございました。 

（指定管理者職員 退席） 



7 

【加藤委員長】  では、先ほどの事務局からの説明、さらには質疑応答を踏まえまして、評価委員

会としての評価をまとめたいと思います。 

 事務局から一次評価が示されておりますけれども、これまでの議論を踏まえて、ご意見はございま

すでしょうか。どなたからでも結構でございます。特に異議はないでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

【加藤委員長】  それでは、ご異議がないようですので、本評価委員会の評価については、台東館

「Ａ」、浜松町館「Ａ」といたします。 

 これで産業貿易センターのほうは終了いたします。 

 続いて、次の議題に移りたいと思います。東京都立多摩産業交流センター指定管理者に対する評価

の決定についてです。事務局から説明をお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  それでは、資料についてご説明させていただきます。 

 まず、お手元に配付いたしております資料の確認をさせていただきます。資料３としまして多摩産

業交流センター指定管理者評価委員会設置要綱、資料４－２としまして多摩産業交流センター概要、

資料７としまして事務局で作成しました一次評価、資料８としまして指定管理者が提出をいたしまし

た事業報告書。以上、全ての資料がお手元にございますでしょうか。 

 それでは、資料の説明をさせていただきます。資料７の一次評価をご覧ください。全庁的な評価ル

ールに基づき評価した結果でございます。最終ページをご覧ください。こちらの左下に記載してござ

いますが、評価は、合計５３点で「Ａ」としております。 

 こちらの評価の詳細を、順を追ってご説明いたします。先ほど見ていただきましたＡ４横の最後の

ページをご覧ください。評価の右側に特に評価すべき点を記載しております。 

 まず、収支状況についてですが、利用料金収入は計画値に対し達成率１６８．８％、稼働率は計画

値に対し、展示室は達成率１６０．７％、会議室は達成率２０７．７％と高い達成率となっておりま

す。また、合同内覧会の実施に加え、ＭＩＣＥ関連展示会への出展等、新規顧客獲得に向けた取組を

実施しております。さらに、同種施設と異なり、住宅が近接していることから、きめ細やかな対応に

努め、苦情、要望などにも丁寧に対応してございます。さらに、利用者アンケートの結果に基づく設

備整備などのＣＳ向上策も実施しております。加えて、首都圏産業活性化協会からの講師招聘などに

よる関係強化など、広域ネットワーク構築にも取り組んでおります。 

 ただいまご説明いたしました評価の内容につきましては、審議の途中段階であり、まだ指定管理者

に伝えることは適当ではございませんので、この後に行います指定管理者との質疑応答の際には、先

ほどと同様、ご留意くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、資料８の事業報告書でございます。様式１の事業報告書に令和６年度の事業内容をま

とめており、各項目の根拠資料として様式２以下を添付しております。また、取組の具体的な内容の

説明資料としまして附属資料を添付しておりますので、併せてご参照ください。 

 最後に、これらの資料の取扱いについて１点お諮りいたします。本委員会における配付資料は、資

料３、東京都立多摩産業交流センター指定管理者評価委員会設置要綱第７条の２において、原則とし

て公開することとされており、非公開とする場合は委員会の議決が必要であると定めております。本

日の配付資料のうち、事業報告書の附属資料につきましては、資料中に具体的なご利用者名や、指定

管理者が行いました契約情報、その他、指定管理者の経営ノウハウに関わる情報が含まれております

ことから、委員会の議決を得まして非公開とさせていただきたいと存じます。 

 私からの説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 
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【加藤委員長】  ありがとうございました。ただいま事務局から説明がございました配付資料の一

部を非公開にすることについて、ご意見はございますでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

【加藤委員長】  特にないようですので、事務局の提案どおり、配付資料の一部を非公開といたし

ます。 

 続きまして、指定管理者職員に参加いただき、ただいまの事務局からの説明及び事業内容について

の質疑応答に入らせていただきたいと思います。 

（指定管理者職員 参加） 

【加藤委員長】  それでは、事務局からご紹介をお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  それでは、紹介をさせていただきます。 

 令和６年度東京都立多摩産業交流センターの指定管理者である多摩産業交流センター指定管理共同

企業体の代表企業であります日本コンベンションサービス株式会社、松浦一センター長でございま

す。 

【松浦センター長】  松浦です。よろしくお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  続きまして、同じく令和６年度東京都立多摩産業交流センターの指定管理者で

ある多摩産業交流センター指定管理共同企業体の構成企業であります株式会社京王設備サービス、嵐

洋一事業所長でございます。 

【嵐所長】  嵐と申します。よろしくお願いいたします。 

【中嶋課長代理】  以上で指定管理者職員のご紹介を終わります。 

【加藤委員長】  それでは、質疑応答に移らせていただきます。事業内容に関しまして、指定管理

者へのご質問はございますでしょうか。どなたからでも結構でございます。いかがでしょう。 

【新井委員】  それでは、また幾つかよろしいでしょうか。 

 それでは最初に、今回、中小企業さんの利用率が、目標値に対してはちょっと低かったということ

になりますけれども、あまり高くないことの原因分析とか、今後の利用率向上のために取り組まれて

いることとかがあれば教えていただけませんでしょうか。 

【松浦センター長】  ご質問ありがとうございます。中小企業の使用率というところで、思ったほ

どには高くなっていないという状況がございますけれども、中小企業単独で借りていただく、特に展

示室を借りていただくということがまだなかなかできていないという状況です。反面、このデータに

は載っていないんですけれども、会議室のほうは中小企業では相当使っていただいている状況で、展

示室のほうでは、例えば中小企業振興公社さんの新技術創出交流会ですとか、たま未来・産業フェア

といった中小企業をまとめた形での展示会が多く開かれていて、そこには中小企業が参画をしている

んですが、要は中小企業が主催者となって展示室を借りていただくという形がまだまだできていない

という状況です。ただ、この３年間、３年目でかなり認知は上がっていて、そういった展示会を通し

てこの会場自体を知っていただいているという状況なので、今後も徐々にそういった中小事業者さん

に使っていただけるように、展示会その他も含めて我々もプロモーションをしていきたいと思ってお

ります。 

【新井委員】  続いて、幾つかよろしいでしょうか。 

【加藤委員長】  はい、どうぞ。 

【新井委員】  今回、ハイブリッド会議用機材を試験導入された。ウェブキャスティングミキサー

ですか、これを試験導入されたという報告がありますけれども、これについて、昨年度の利用実績と
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か、あるいは使われた上での評価、フィードバックのようなものがあれば教えていただけますでしょ

うか。 

【松浦センター長】  まだ導入して間もないんですけれども、２回ほど使っていただいておりま

す。接続のところで我々のほうでお手伝いをして、実際には、Ｚｏｏｍなのですが、始まったら利用

者のほうにお任せするという形になっております。今、リモート会議全盛の時代になっていて、比較

的簡単に使える機材ができているので、実際に使っていただいたところ、ああ、これだったら我々が

自分で買ってもいいのではないかというようなお声もあって、実際に買っていただいて、それからは

当会場だけではなくて、いろんなところで自分たちでお使いいただくという事例もあったりしていま

すので、利用料というところで、そういったものでは特に我々のほうにはメリットはないんですけれ

ども、逆に利用者の方にとっては、ああ、こういうやり方もあるんだというのは一つの発見になっ

て、メリットになっているのかなと思います。ありがとうございます。 

【新井委員】  分かりました。ありがとうございます。 

 もう一つ、合同内覧会に参加されたと思うんですが、この合同内覧会に参加された結果、何か成果

というか、効果というか、そういったところに結びついたというところはありますでしょうか。 

【松浦センター長】  ありがとうございます。八王子市と八王子市の観光コンベンション協会と合

同で、今年で２回目になる合同内覧会なのですけれども、大体対象としているのは、学術機関の先生

方ですとかを招いている形になっております。大学の主催する学会なんかを誘致する形で、学会をや

りますと全国から会員の方が来られて、八王子市に泊まって我々の施設も利用するんですが、市のほ

うにも宿泊ですとか飲食でお金が落ちるので、学会の誘致という形でやっておりまして、実際に今、

当施設ができる前と比べて、学会の開催件数がどんどん増えていっている状況でございます。特に、

２年後になりますけれども、日本薬学会、薬の学会の開催が決定することになりまして、１万人規模

の会になりまして、八王子ではこれまでにない規模で行われるということになっておりまして、着実

にこういった学会誘致のところでは成果を上げているという状況です。なので、引き続きこういった

内覧会は続けていこうと思っております。 

【新井委員】  分かりました。ありがとうございます。 

 私のほうからは一旦以上です。 

【加藤委員長】  ありがとうございました。ほかにどうでしょうか。 

【川田委員】  では、私から１点ご質問させてください。 

 私は、また様式２の事業収支を拝見しておるんですけれども、業務改善に向けた分析にもご記載い

ただいているんですが、いわゆる自主企画催事に関してが、ほかのいわゆる展示ですとか会議室の利

用は大幅に計画を上回る中で、少し苦戦をされているのかなと数字からも見てとれるんですが、もう

少しこの原因といいますか、要因の分析のところを具体的にお示しいただければと思いますが、いか

がでしょうか。 

【松浦センター長】  ありがとうございます。特に令和６年度については、ゴールデンウイークの

催事は「きかんしゃトーマスとなかまたち」といった子ども向けのイベントをやっております。本来

こういったコンテンツを買ってやる事業というのは、ゴールデンウイークのような短期間ではなく

て、本当ですと半年ですとか３か月ですとか、長期間でペイする形なのですけれども、前年の恐竜博

が比較的好調でしたので、同じような形でトライをしてみたんですが、恐竜よりはターゲットの年齢

層がぐっと狭まってしまいまして、その結果、ちょっと苦戦をしているというような状況でございま

す。 
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 収支についても、そういった意味で設営費ですとか、ちょっとかさんだ部分もあって、こういった

結果にはなっているんですけれども、そういった反省点を踏まえて、コンテンツを買うということで

はなくて、我々のほうでコンテンツをつくり上げるような形を考えていて、今年、令和７年度につい

ては、クラフトビールフェスと、それからつくるんフェスタというハンドメイドの作家さんたちを集

めた形で、要は設営費とか施工費、あとコンテンツを買ってくる費用があまりかからない形で、むし

ろ我々のほうでコンテンツをつくり上げる形にしましたところ、比較的収支は、もちろんすごくもう

かっているわけではないんですけれども、今後だんだん要は収支をよくしていくきっかけをつくるこ

とができたかなと思っておりますので、こういった方向で、何かを借りてきてというよりは、我々で

コンテンツをつくり出して提供するような形を今後も考えていきたいと思っております。 

【川田委員】  ありがとうございます。実際に分析結果が、ゴールデンウイークということでもう

既に実施をされているということなので、非常にきちんとＰＤＣＡが回っているなということは理解

できました。 

 私からは以上でございます。 

【加藤委員長】  ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

【飯嶋委員】  では、すみません、私からも１点ご質問させていただきます。 

 事業効果の中で、利用状況ですが、展示室の利用状況、また会議室の利用状況が目標を大幅に上回

る実績を上げておられますが、こちらは何か要因といいますか、特に工夫をされた点とかがございま

したらご教示いただければと思います。 

【松浦センター長】  ありがとうございます。３０％の目標に対して、結果としてはかなりよい数

値になっております。前年も計画値は上回っているんですけれども、工夫というところは、まず地道

に我々のほうで、コーディネーターが利用者の方を下見から最後の利用終了に至るまでしっかりサポ

ートを差し上げておりまして、アンケート結果にもそれは出ているんでけれども、満足ですとか非常

に満足といったところが９割を超えるような形になっております。それで、結果的にリピートしてい

ただいたり、口コミで使っていただいたりというところが増えておりまして、おかげさまで展示室、

会議室ともに稼働率がだんだんよくなっている状況で、最近は予約が取りにくくなったよねというお

話も結構いただくような状況になっているので、きちんとコーディネーターがサポートをするような

形、それから我々のほうで、展示室ですと設営撤去ですとか電気工事ですとか、そういったところを

他施設よりも厚くと我々は思っているんですが、なるべくサポートをするような形で考えておりま

す。なので、自主事業のところで設営撤去ですとか電気工事費という項目が入っているんですけれど

も、そういったところも施設側で対応して、お客さんの細かいニーズに応えるようにしているところ

もリピートにつながっているのではないかと分析をしております。 

【飯嶋委員】  分かりました。ありがとうございます。 

【加藤委員長】  ほかにいかがでしょうか。 

 なければ私から２点お聞きしたいと思いますけれども、１点目は、先ほどの質問にも出ておりまし

たが、中小企業の利用率についてですけれども、徐々に認知され始めて、利用率も上がってくること

が期待されているというようなご回答であったかと思うんです。これは評価ではないんですが、参考

に、この４月から、令和７年度、着実に中小企業の利用率が上がっているかどうかなのですけれど

も、その点について、まずお聞きしたいと思います。 

【松浦センター長】  まだ現状、細かく統計は取れていないんですけれども、現状は横ばいという

ような感じになっております。一方で、いろんな展示会を含めて今後の利用を伸ばしていくというと
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ころで、今年は特に年明け２月にたま工業交流展という、これも１つ中小企業がたくさん参画をして

いただく、これまで立川でやっていた展示会を当施設で行うことができましたので、そういったとこ

ろでより中小事業者の方の利用率を上げていこうというふうには考えております。 

 あと一方で、中小事業者の方はまだまだ認知が足りていないところもあるので、我々が展示会で来

ていただいてというよりも、積極的に外に出ていって使ってもらうように認知をするセールス活動と

いうのを地元の八王子市、それから立川市、町田市あたりから始めていくということも考えておりま

すので、それで続けていきたいと思っております。 

【加藤委員長】  ありがとうございます。 

 ２点目ですけれども、本交流センターの設置目的でもあります、大きな柱と言ってもいいのだろう

と思うんですが、産学であるとか産産連携、さらには広域的な産業交流といったところでの取組につ

いてですけれども、これらについて実施内容を拝見いたしますと、その中心として位置づけられてお

るのがたま未来連携ＥＸＰＯ２０２４でしょうか、これが中心になり、あとは特に目指すようなもの

はというか、いろんなところの指定管理者と出席云々があるわけですが、そのほかの取組について、

多摩地域、あるいは埼玉、神奈川、とりわけ相模原との連携はあるようですが、埼玉なんかはどこを

見ても見当たらないんですけれども、そのあたりをこれまでどう取り組まれてきたのか、何が要因で

このＥＸＰＯ以外が展開できなかったのかについてお聞きできればと思うんですが、いかがでしょう

か。 

【松浦センター長】  ありがとうございます。たま未来連携ＥＸＰＯは昨年から始めているものに

なりますけれども、このほかでのということになりますと、中小企業支援セミナーですとか、３階の

ホワイエ展示といったところで小規模にはやっておりますが、大規模な形では確かにたま未来連携Ｅ

ＸＰＯが中心になるかと思います。 

 神奈川の方面は今始めておりまして、今年のたま未来連携ＥＸＰＯ２０２５をやるんですけれど

も、こちらのほうで、今、山梨大ですとか山梨の産業支援機構、恐らく出展いただけると思うんです

が、このあたりとの接触をしておりますのと、あと埼玉は、今、熊谷のほうで産業交流施設を建設す

るという計画があって、埼玉県の産業労働局と我々はそのあたりの意見交換をしているんですけれど

も、そこを通して、たま未来連携ＥＸＰＯも含めて、我々の施設に埼玉県としての協力も仰げないか

というところ、これは去年ではないんですが、今年はそういった試みをしておりまして、なるべく多

摩地域だけではなくて、広域多摩のほうに産業振興の輪を広げていきたいと考えております。 

【加藤委員長】  ありがとうございます。評価の論点ではないんですけれども、今年は昨年からす

ると少しずつ変わっているということですね。ありがとうございました。 

 ほかにご質問はございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

（「なし」との声あり） 

【加藤委員長】  それでは、質疑応答は以上とさせていただきたいと思います。 

 指定管理者の職員は、ここでご退席をお願いいたします。どうもありがとうございました。 

（指定管理者職員 退席） 

【加藤委員長】  では、先ほどの事務局からの説明、質疑応答を踏まえて、評価委員会としての評

価をまとめたいと思います。 

 事務局から一次評価が示されておりますが、これまでの議論を踏まえて、ご意見はございますでし

ょうか。特にないということで理解してよろしいですか。 

（「異議なし」との声あり） 
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【加藤委員長】  それでは、異議はないようですので、本評価委員会の評価を「Ａ」といたしま

す。 

 本日の議題は以上でございますが、これまでの議題に関しまして、ご質問等はございますでしょう

か。 

（「なし」との声あり） 

【加藤委員長】  特になしということで、それでは、議事が終了いたしましたので、進行を事務局

に戻させていただきたいと思います。 

【中嶋課長代理】  加藤委員長、どうもありがとうございました。 

 以上をもちまして東京都立産業貿易センター及び東京都立多摩産業交流センター指定管理者令和６

年度事業評価委員会を閉会させていただきます。長時間にわたるご討論ありがとうございました。 

 

午後２時２０分 閉会 


